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「総合型地域スポーツクラブ」体験会
遊びにおいでよ こどもルームへ
ふるさと団地の元気創造プロジェクト
地デジ・データ放送をご利用ください

はっけん！
むちゅうじん



　児童育成クラブは、就労などで保護者の帰りが遅くなる
家庭の小学1年生から3年生までの児童を預かります。

お問い合わせ　スポーツ・健康教育課　☎537-5979

2月26日㈰
午前9時～

2月18日㈯
午前9時～11時

2月11日㈯
午前9時～正午

2月20日㈪、
3月12日㈪・26日㈪
午前10時～

3月18日㈰　
午後1時30分
（受付：午後1時～）

川添小学校
グラウンド

大道小学校
体育館

牧1丁目公民館

無料

無料

無料

定員：10人
対象：中・高年者
1回300円

ピンポン＆卓球大会

かけっこ教室

サークル・教室
来て！見て！体験会

ストレッチ＆
リズム体操教室

集まれNスポスポーツ祭

活動時間

会　　費

申 込 み
そ の 他

太極拳、テニス、
ティーボール、
スナッグゴルフ　など

太極拳、健康体操、
スポンジテニス　など

明治地区北部の史跡を
巡るウオーキング（6㎞）

フリーダンス、
フォーメーションダンス　など

クラブ名・申込み・お問い合わせ 内　容 日　時 場　所 参加料など

毎週月～金曜日　放課後～午後5時

1人当たり保護者負担金3,500円（月額）
（おやつ代は各クラブで料金設定）

直接、各クラブへ連絡をしてください。
活動時間・会費は4月から変更を予定し
ています。詳しくは、子育て支援課へお問
い合わせください。

かくんしん

賀来衆倶楽部（賀来校区）

◉設立準備中のクラブの体験会

NPO法人 七瀬の里Nクラブ（野津原地区）

おおみちふれあいクラブ（大道校区）

わいわい夢クラブ（東大分校区）

NPO法人 川添なのはなクラブ（川添校区）

3月25日㈰　
午後6時～9時

金池小学校
体育館

定員：150人
会員500円
一般800円

親睦社交ダンスパーティーひしのみクラブ（金池校区）

賀来小中学校
西体育館

会員無料
一般200円

第2・4日曜日
午後1時30分
～3時30分

ピンポン教室
大分工業
高等専門学校
第2体育館

対象：明野地区
　　　居住者
1回200円

対象：小学生と
　　その保護者

●土曜日は各クラブによって開設日が異なります。
●小学校が夏・冬・春休みのときは午前9時～午後5時
※各クラブによって活動時間が異なります。

当日会場で受付
園田（☎080-3986-3706）

電話またはファクスで2月15日㈬までに
吉田（☎　560-0873）へ。

電話またはファクス、Eメールで3月5日㈪まで
に森（☎　588-1662　 nspo@w3.dion.
ne.jp）へ。

2月11日㈯　
午前9時30分
（集合：午前9時～）

明治公民館
（明治小学校
  グラウンド東側）

無料
ふれあいウオーキングみんなの明治クラブ（明治地区）

電話またはファクスで2月6日㈪までに伊藤
（☎　560-4448）へ。

事前に平松（　546-5557）へ。

明野‘明ゆうクラブ’（明野地区）
五十川（☎553-5505）

第2・4水曜日
午後7時30分～9時

ストレッチ＆
リラクゼーション教室

大在西小学校
体育館 500円（月額）OZAI元気クラブ（大在地区）

藤野（☎　522-1963）

いつでも、どこでも、誰でも、スポーツで健康づくり

　総合型地域スポーツクラブは、地域の皆さんが主役となり、
自分たちでつくり、会員となって活動する新しい形のスポーツ
クラブです。
　身近な施設で、スポーツを楽しむことができます。また、文化
活動などのメニューを用意しているクラブもあります。
　市内にある9つのクラブと設立予定の2つのクラブが体験会
を開催しますので、ぜひお越しください。

「総合型地域スポーツクラブ」体験会「総合型地域スポーツクラブ」体験会

毎週水曜日
午後7時30分
～9時30分

西の台小学校
体育館 500円（月額）

スポンジテニス＆
ミニバレーボール教室

クラブ名・申込み・お問い合わせ 内　容 日　時 場　所

西の台あいあい倶楽部（西の台校区）
相良（☎　545-2116）

2月18日㈯、3月3日㈯　
判田中学校前発
午前9時～
城島発午後4時

1回2,500円
スケート教室判田すこやか倶楽部（判田校区）

薄（☎　597-6163）

ピンポン（初心者）、
卓球（上級者）

野津原市民セン
ター2階、宇曽山荘
テニスコート、みど
りマザーランドほか

セントレジャー
城島高原
アイススケート
リンク

児童育成クラブ児童
募集

お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5675

クラブ名
金 池
長 浜
荷 揚 町
中 島
春 日 町
大 道
西 の 台
南 大 分
城 南
荏 隈
豊 府
八 幡
滝 尾
下 郡

クラブ名
森 岡
東 大 分
日 岡
桃 園
津 留
舞 鶴
住 吉
明 野 西
明 野 東
明 野 北
三 佐
鶴 崎
別 保
明 治

クラブ名
明 治 北
高 田
松 岡
戸 次
吉 野
判 田
東 稙 田
稙 田
賀 来
敷 戸
鴛 野
宗 方
横 瀬
横 瀬 西

クラブ名
寒 田
田 尻
大 在
大 在 西
丹 生
小 佐 井
坂 ノ 市
こ う ざ き
大 志 生 木
佐 賀 関
野津原東部
野津原中部

電話番号
536-6285
537-8811
536-2893
532-0789
533-2007
545-7220
546-7022
544-1819
546-7662
549-7711
545-3114
532-1341
567-4232
568-5101

電話番号
568-6466
552-8677
556-7688
556-2400
552-8346
556-4110
537-4364
558-5505
553-1107
556-3126
522-2741
521-4512
523-1922
520-5655

電話番号
523-5370
523-1401
520-2790
597-6335
595-1060
597-1481
542-2299
541-4677
549-2365
569-1194
567-4087
542-5601
541-7239
542-0460

電話番号
568-0660
542-5123
592-2663
523-5929
593-4115
592-8202
592-0581
576-1112
575-0102
575-2807
588-1872
588-1446

　
高
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が
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に

暮
ら
す
た
め
の
生
き
が
い
づ
く
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場
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域
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ボ
ラ
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ィ
ア
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よ
り
運
営
さ

れ
て
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。

　
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
参
加
し
、体
操
し
た
り
、歌

を
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、孤
独

感
や
不
安
感
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、介
護
予
防
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　地域のサロンに参加したい、地域でサロンを立ち上げた
いという人は、市社会福祉協議会へ連絡してください。
　登録したふれあいサロンには、活動交付金や傷害補償保
険などで活動をサポートします。

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
は

「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」で

仲
間
づ
く
り
、健
康
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

春日校区公民館で活動している
「あじさい会」

お問い合わせ
市社会福祉協議会地域福祉課　☎533-0842

お問い合わせ
長寿福祉課
☎537-5746

電話またはファクスで2月15日㈬までに岩本
（☎　529-2323）へ。

電話またはファクスで2月15日㈬までに宮成
（☎090-5934-1390　　549-1878）へ。

参加料など
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高橋 めぐみ先生（左） 
安藤 三千代所長（中央） 
寺山 由香里先生（右）

市内のこどもルーム（10カ所）

府内こどもルーム
大分南部こどもルーム
明治明野こどもルーム
原新町こどもルーム
鶴崎こどもルーム
大南こどもルーム
稙田こどもルーム
大在こどもルーム
坂ノ市こどもルーム
佐賀関こどもルーム

荷揚町3番41号
大字曲1113番地　　　　
明野北四丁目7番8号
原新町1番31号　　　　
東鶴崎一丁目2番3号
大字中戸次5115番地の1
大字玉沢743番地の２
政所一丁目4番3号
坂ノ市南三丁目5番33号
大字佐賀関1407番地の27

☎５３２-７９１８
☎５６７-４１４５
☎５５２-1038
☎５５１-２６１１
☎５２７-２１５８
☎574-7792
☎５４１-１２９１
☎574-7682
☎５９３-１７５１
☎５７５-１１４０

お問い合わせ　
大南支所　☎597-1000

片島神楽、カラオケ交流会

小池原神楽、カラオケ発表会

羽田神楽、カラオケ大会

が りゅうばい さ　なぎ　し　 し 　まい

吉
野
梅
ま
つ
り
2月12日㈰

吉
野
梅
園  

梅
ノ
木
天
満
社

午前10時～
午後3時30分

午前9時～
2月18日㈯

2月19日㈰

2月26日㈰

3月 4 日㈰

午前10時～午後3時

関さばの刺身+関のうまいもんバイキング 

バイキングメニュー　関あじの刺身、関ぶりの刺身・りゅうきゅう・
あら炊き、サザエ、ひじきの煮つけ、クロメ汁 など

佐
賀
関
市
民
セ
ン
タ
ー
〜
関
あ
じ
関
さ
ば
通
り
〜
県
漁
協
佐
賀
関
支
店

関
あ
じ
関
さ
ば
ま
つ
り

●鮮魚などの海産物 ●旬の野菜やミカンなどの農産物
●そのほか佐賀関の特産品

　「こどもルーム」は、子どもたちの健やかな成長に欠かせない遊び
を通した交流などで、子育て中の家庭を支援しています。
　今回は、大南市民センター内の「大南こどもルーム」を紹介します。

対 象 者

開所時間
休 所 日

市内の児童
（乳児や幼児など就学前の子どもは、保護者同伴）
午前9時30分～午後5時
日曜日、祝日、第2・4土曜日、年末年始
※鶴崎こどもルームと稙田こどもルームは
　第2・4土曜日も開所しています。

無料

上戸次小学校

筒井大橋

↓至犬飼

至
中
判
田
駅

至
犬
飼
駅
↓

J
R
豊
肥
本
線

大
野
川

国
道
　

号

吉野梅園

10

県道25号

大南大橋

白滝橋

←

竹中駅

竹中中学校

佐賀関港

佐賀関
漁港

フェリー乗場

↓至臼杵

佐賀関小学校　

至坂ノ市 至
関
崎
海
星
館

↓ ↓

佐賀関市民センター

県漁協佐賀関支店

国道217号

関
あ
じ
関
さ
ば
通
り

P旧佐賀関高校
グラウンド
無料駐車場

1人500円（小学生以下は無料）
関崎から見える関あじ関さばの漁場「速吸の瀬戸」（豊後水道）を
眺めながら、半島をめぐるバスツアー。
出発時間：①午前10時～        ②午前10時10分～
　　　　　③午前11時30分～ ④午前11時40分～
※佐賀関市民センターで随時受け付けをしています。

佐賀関半島 

至臼杵→

【内容】吉野棒術、臥龍梅音頭、佐柳獅子舞、三味線
演奏、相撲甚句、臥龍梅太鼓、カラオケ、歌謡ショー、
二目川神楽、茶会、ベリーダンス

◉2月12日以降の催し

第
12
回

会場/佐賀関市民センター

会場/関あじ関さば通り（予定）

●関あじ関さばの活魚 ●クロメ ●関もの加工品（関あじの一夜
干し、関さばのフライ、関ぶりのりゅうきゅうなど）

会場/県漁協佐賀関支店

味
の
コ
ー
ナ
ー

特
産
品
展
示
即
売
コ
ー
ナ
ー

潮騒めぐりバスツアー

1,500円
限定

1,000食！！午前8時から会場で食券販売〈1食〉

遊びにおいでよ遊びにおいでよこどもルームへこどもルームへ

至敷戸←

読み聞かせ

　大南こどもルームは、昨年３月に新設された大南市民センターの２階に
あり、毎日５０人前後が利用しています。親子はもちろん、孫を連れたおじ
いちゃん・おばあちゃんの姿も多く見られます。

　南向きで冬でも暖かく広々とした
こどもルームは、子どもの年齢や動き
に応じて工夫を凝らし、居心地の良い
空間となっています。中でも、見晴ら
しの良いベランダにある人工芝のプ
レイデッキでは、子どもたちが思い切
り体を動かして遊べます。
　こどもルームでは、ボランティアの
皆さんの協力で、読み聞かせやリズム

体操など、いろいろな活動をしています。
　この活動を通じて、子どもだけでなく保護者同士も
顔見知りになり、地域の中に子育ての仲間の輪が広が
ることを願っています。

無料シャトルバス
旧佐賀関高校グラウンドと
佐賀関市民センター間の無
料シャトルバスをご利用く
ださい。

プレイデッキ
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お問い合わせ
関あじ関さばまつり実行委員会事務局

☎575-2000 お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5675



エスペランサ・コレジオ学生募集

ポルトガル語でエスペランサは「希望」、コレジオは「学校」を意味します。

区分 コ ー ス 学習日

コンパル博覧会
２０１２春
コンパル博覧会
２０１２春
～文化の祭典～

24日㈮
26日㈰

2月

２４年度

お問い合わせ
市立エスペランサ・コレジオ

（東鶴崎一丁目1番5号　☎522-3415）お問い合わせ　コンパルホール　☎538-3700

お問い合わせ　歴史資料館　☎549-0880

家
　
政

資  

格  

取  

得

趣
　
　
味

区分
工 

業

商 

業

コ ー ス
電気A
電気B
簿記A
簿記B
服飾ソーイング
調理B
調理C
FP技能士
TOEIC
社労士
エクセル
行政書士※
CAD
宅建
ワード※
インテリアコーディネーター
書道
陶芸
社会人マナー
いけばな
ステップアップ英会話
ピラティス

電験三種（理論、電力、機械、法規）
一種・二種電気工事士
日商3級
日商2級・全商1級・建設業経理士2級
和洋裁の基礎
和・洋・中華
和・洋・中華、菓子、簡単な茶懐石膳
3級・2級ファイナンシャル・プランニング技能士
TOEIC（600点）
社会保険労務士
日商PC検定試験3級（データ活用）
行政書士
CAD利用技術者2級
宅地建物取引主任者
日商PC検定試験3級（ワード）・パワーポイント
インテリアコーディネーター
実用書道
日用雑器の制作
ビジネスに活かせるマナー・コミュニケーション・茶道
池坊
初級英会話とTOEICの基礎
ゆっくり楽しく体幹を鍛えるエクササイズ

火・木
水
月・水
火・木
水
火
木
月
火
火
火
水
水
木
木
金
月
月
月
木
金
金

学習日

■1校時…午後2時～4時

家 

政
和洋裁
調理A

和洋裁
あったかファミリーご飯

月・木
水

定員

25人
25人
25人
25人
20人
20人
20人
20人
20人
25人
20人
25人
20人
20人
20人
20人
20人
20人
20人
20人
20人
20人

定員

20人
20人

■2校時…午後7時～9時

※24年度新設コース

　市立エスペランサ・コレジオは、働いている若者が、
自分のスキルアップのための資格取得や趣味の領域
を広げたり、また、専門的に学習したい人をサポートす
る学校です。
　エスペランサ・コレジオで一緒に学びませんか！

入学資格

学習期間
授 業 料

受付期間

受付時間
受講コース

申 込 み

そ の 他

市内に居住または勤務する、39歳以下の人（高
校生は除く）。
（1校時のコースで、定員に満たない場合は49
歳までとします。）
4月～25年3月
●年額 8,000円（週1回・年40回）
●年額16,000円（週2回・年80回）
（教材費・保険料別途）
2月1日㈬～3月16日㈮〈土・日曜日、祝日を除く〉
※期間中以外は受付不可。
午後2時～8時30分 
各校時とも一人1コースまでとし、定員を超え
た場合は抽せん。
※ただし、定員に満たない場合は複数受講も可。
エスペランサ・コレジオ、生涯学習課、各支所、
明野出張所、各地区公民館に備え付けの入学
志願書（http://www.manabi-oita.jp/からダ
ウンロードできます）に記入し、直接エスペラン
サ・コレジオへ。その場で面接を行います。
授業料の減免および分割納付については、お
問い合わせください。

－やきものの魅力－

大分市歴史資料館　テーマ展示第4回

午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）
2月7日㈫・13日㈪・20日㈪・27日㈪、
3月6日㈫・12日㈪・19日㈪・21日㈬・26日㈪

開館時間

休 館 日

大人200円（団体150円）、高校生100円（団体50円）、中学生以下無料
※団体は20人以上。
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受け
　ている人とその介護者は無料です。受付で手帳を提示してください。

観 覧 料

館蔵陶磁器

日 時：3月4日㈰　午後2時～
場 所：歴史資料館　講座室・展示会場
解 説：歴史資料館職員

展示解説講座

青磁牡丹唐草文瓶
（国内伝世品）

※伝世品…古くから大切にされて世に伝わった美術品など

華南三彩刻花文六耳壺
（国内伝世品）

いけばな、プリザーブドフラワー、子ども書き方、短歌、俳画、
ボタニカルアート、スケッチ、煎茶道体験コーナー　など

文化教室作品展【3階 多目的ホール】
2月24日㈮～26日㈰　午前9時～午後5時

ヴォーカルアンサンブル（合唱）、カラオケ、着付け、ハーモニカ　など

教室生ステージ発表【1階 文化ホール】
2月26日㈰　午後1時～3時

消防車がやってくる【1階 市民プラザ】
2月26日㈰　午後1時～2時30分

チャリティー茶会【2階 茶室  ほか】
2月25日㈯・26日㈰　正午～午後3時（お茶券300円）

アジアの国々の言葉や生活文化の違いを知り、身近に感じる
一週間！

Ａｓｉａｎ Ｗｅｅｋ
アジアン ウィーク

アジアを知ろう！写真展
2月20日㈪～26日㈰　午前9時～午後10時
アジア太平洋地域の人々の生活や文化の写真を展示

交流ラウンジ（中国語・韓国語）
2月26日㈰　午前10時～午後3時
対象／中国語・韓国語を勉強中の人

アジアの衣装を着て写真を撮ろう
2月26日㈰　午前10時～午後3時
対象／小学生以上

絵本の読み聞かせと韓国の伝統遊び
2月26日㈰　午後1時～3時
対象／小学生以上

無料
日　時：2月25日㈯  ●午前9時30分～  ●午後2時～（2回）
内　容：土笛作り
定　員：各70人（先着順）
参加料：50円
持参品：古いタオルかぞうきん1枚
申込み：電話で、2月8日㈬から歴史資料館へ。

第19回 ふれあい歴史体験講座

　大友氏遺跡の発掘調査では、大友宗麟が推し進めた南蛮
貿易により中国やタイ、ミャンマーなどの東南アジア産の陶磁
器が数多く出土していますが、そのほとんどが破片で完全な
形ではありません。
　本展では、その陶磁器の全体が分かる資料として当館が
収集した陶磁器を一堂に展示し、宗麟をはじめとした戦国大
名や商人たちを魅了した「やきものの魅力」を紹介します。

4階 400会議室

1階 ホワイエ

卓球室・トレーニング室無料開放【5階】
市民スポーツデー

※トレーニング室の利用者は、運動着・室内シューズを持参してください。
2月25日㈯・26日㈰　午前9時～午後10時

土笛

学 習 内 容

学 習 内 容

24㈯〜 ㈪
4 2
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団
地
の
元
気
は 

わ
た
し
た
ち
で
呼
び
戻
す

「
ふ
る
さ
と
団
地
の
元
気
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

」―

富
士
見
が
丘
団
地
で
ス
タ
ー
ト―

　
以
前
は
、主
人
と

2
人
で
ア
パ
ー
ト

暮
ら
し
を
し
て
い

ま
し
た
が
、子
ど
も

が
生
ま
れ
て
か
ら

は
、手
狭
だ
と
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、子
ど
も
の

泣
き
声
が
隣
近
所
の
迷
惑
に
な
っ
て
は
と
、気

を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、こ
の
制
度
を
市
報
で
知
り
応
募
し
た

と
こ
ろ
、家
賃
の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、庭
付
き
の
戸
建
て
住
宅
に
住
み
替
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。部
屋
の
数
や
収
納
ス
ペ
ー

ス
が
増
え
、キ
ッ
チ
ン
も
広
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、家
族
で
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
、子
ど
も
の
泣

き
声
を
気
に
す
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、自
宅
の
周
り
に
は
子
育
て
経
験
の
あ

る
人
た
ち
が
多
く
住
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

子
ど
も
を
連
れ
て
い
る
と
よ
く
声
を
掛
け
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
け
れ
ど
、団
地
の
中
で
は
小
さ
な
子
ど
も
の

い
る
同
世
代
の
人
た
ち
が
少
な
い
の
で
、子
育

て
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
す
る
機
会
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら
団
地
に
子
育

て
世
帯
が
も
っ
と
増
え
て
、同
世
代
の
人
た
ち

が
触
れ
合
う
環
境
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　

市
で
は
、子
育
て
世
代
を
団
地
に
誘
導

す
る
社
会
実
験
と
し
て
、23
年
8
月
1
日

以
降
に
、富
士
見
が
丘
団
地
の
戸
建
て
住

宅
へ
団
地
外
か
ら
賃
貸
で
住
み
替
え
る

18
歳
未
満
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
対

し
、家
賃
を
補
助
し
て
い
ま
す
。住
み
替

え
を
す
る
子
育
て
世
帯
を
2
回
に
分
け

て
募
集
し
、抽
せ
ん
で
決
定
し
た
10
世
帯

の
家
賃
を
補
助
し
て
い
き
ま
す
。

※
現
在
、募
集
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
世
帯
の

住
み
替
え
支
援
家
賃
補
助

郊
外
の
住
宅
団
地
が

抱
え
る
課
題

「
富
士
見
が
丘
団
地
」で

ふ
る
さ
と
団
地
の
元
気
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

　

昭
和
30
年
代
後
半
以
降
の
高
度
経
済
成
長

を
背
景
に
、市
内
で
も
郊
外
に
大
規
模
な
住
宅

団
地
が
次
々
と
開
発
さ
れ
ま
し
た
。自
然
環
境

に
恵
ま
れ
、学
校
施
設
や
道
路
、公
園
な
ど
の
公

共
施
設
も
充
実
し
た
郊
外
の
住
宅
団
地
に
は
、

多
く
の
子
育
て
世
代
が
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、子
ど

も
た
ち
が
成
長
し
団
地
を
離
れ
移
り
住
ん
で
い

く
こ
と
に
よ
り
、高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
児
童

数
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、団
地
住
民

の
年
齢
構
成
な
ど
が
偏
り
、ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
の
撤
退
、路
線
バ
ス
の
減
便
な
ど
を
引
き

起
こ
し
、住
環
境
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、他
の
都
市
に
お
い
て
も

課
題
と
し
て
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
、大
分
市
が
全
国
の
政
令
市
や
中
核
市

に
呼
び
掛
け
、賛
同
の
あ
っ
た
札
幌
、盛
岡
、長

岡
、富
山
、堺
、久
留
米
、大
分
の
7
市
で
22
年

6
月
に「
ふ
る
さ
と
団
地
の
元
気
創
造
推
進
協

議
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、「
ふ
る
さ
と
団
地
の
元
気

創
造
推
進
協
議
会
」の
参
加
市
と
情
報
交
換
や

意
見
交
換
を
行
い
、国（
関
係
省
庁
）へ
の
制
度

改
正
の
提
案
を
第
一
次
・二
次
と
続
け
る
と
と

も
に
、郊
外
の
団
地
で
の
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
強

化
と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、協
議
会
の
参
加
市
と
連
携
し
な
が

ら
、国
と
の
意
見
交
換
や
支
援
要
請
、制
度
改

正
の
提
案
な
ど
を
引
き
続
き
行
って
い
き
ま
す
。

　

モ
デ
ル
団
地
と
し
て
い
る「
富
士
見
が
丘
団

地
」で
は
、団
地
に
お
け
る
課
題
や
問
題
点
を
把

握
す
る
た
め
団
地
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
催
す
る
中
で
、空
き
家
空
き
地
の
活
用
、

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
、高
齢
者
世
帯
へ
の
支

援
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど
に
課
題
が

あ
り
、対
策
が
必
要
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を

団
地
住
民
が
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
通
じ
て「
自
分
た
ち
の
団

地
は
自
分
た
ち
で
活
性
化
し
て
い
く
」と
の
思
い

が
強
く
な
り
、ふ
る
さ
と
団
地
の
元
気
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
団
地
住
民
も
地
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
、課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、富
士
見
が
丘
団
地
で
の
新
た
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

富士見が丘団地 1971（昭和46）年から開発が始まり、
現在、約3,000世帯、約7,600人が居住。緑あふれる緩や
かな丘陵地にあり、団地から由布岳（別名：豊後富士）が見
えることが団地名の由来。高齢化率は約28パーセント（市
全体は約20パーセント）。

お問い合わせ　住宅課　☎537-5634

子育て世代の住み替え支援として、市ホーム
ページで不動産業者が保有する富士見が
丘団地内の空き家・空き地の情報を提供して
います。

空き家・空き地情報の提供

梶原 美香さん

利用者の声

取
り
組
み
❶

団地住民の交流を深め、団地外にも魅力を
発信し、団地の活性化につなげることを目的
に、23年11月12・13日に行われた富士見が
丘団地の文化祭に合わせ「自宅開放・ギャ
ラリー」を自治会の企画・立案・実施により開

催しました。団地に住むアーティストの7人が自宅のリビング、ガレー
ジ、庭などをギャラリーとして開放し、お茶会、絵画展、写真展、水
墨画展、アート年賀状展、作陶展、切り絵展を行いました。

自宅開放・ギャラリー

絵画展

取り組み❷

既存の公民館は自治会活動やサークル活動
などで手狭になってきていました。また、団地
の中央付近にあることで周辺部の高齢者は
公民館への移動が大変だと感じていました。
そこで、高齢者をはじめとする団地住民が身

近で気軽に交流できる拠点として、団地内の空き家などを自治会で
借り上げ、新たに第２・第３公民館を設置しました。

第２・第3公民館の設置

第2公民館

取り組み❸

団地での地域コミュニティづくりの一環とし
て、23年8月7日に団地住民が参加して富士
見が丘中央公園で芝生の植え付け作業を行
いました。その後も住民の手で植え付けた芝
生を管理しています。今後は、芝生化した公

園でのオープンカフェやイベントなどを予定しています。

公園の芝生化

芝生の植え付け

取り組み❹

取り組み❺

①

②

⑤

④④

①②団地住民が参加したワークショップ
③自宅開放・ギャラリー「水墨画展」
④富士見が丘中央公園での芝生の植え付け
⑤芝生化した公園

③
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お問い合わせ　横尾土地区画整理事務所　☎520-4377

保留地
番号 地積（㎡）販売価格（円） 用途地域 建ぺい率 容積率

1

2

6

7

8

21

23

60％

60％

60％

60％

60％

60％

50％

150％

150％

200％

200％

150％

200％

100％

344.36

509.01

224.86

225.95

434.36

296.69

414.49

12,501,000

18,732,000

7,488,000

7,389,000

15,811,000

7,803,000

14,756,000

受付時間
受付場所

▶
▶
午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）
横尾土地区画整理事務所（大字横尾2483番地）

※土地の地耐力調査はしていません。現状での引き渡しとなります。
※宅地造成等規制法、文化財保護法による指定区域です。　
　掲載情報/1月12日現在

土地・建物を販売します土地・建物を販売します

第2種低層住居専用

第2種低層住居専用

第 1 種 住 居

第 1 種 住 居

第2種低層住居専用

第 1 種 住 居

第1種低層住居専用

N

保留地位置図

大東中学校

墓地

史跡公園予定地
乙
津
川

至松岡

横尾土地区画
整理事務所

県
道
鶴
崎
・
大
南
線

至大分スポーツ公園

公園（予定地）

至鶴崎至久保山団地

バス停

23

7

6

21

8

1

2

詳しい資料を、横尾土地区画整理事務所で差し上げます。

事前に、電話で購入希望保留地の契約状況を
ご確認ください。

横尾地区保留地 先着順

市有地

お問い合わせ　管財課　☎537-5608

申 込 方 法

受 付 期 間
受 付 時 間

3月15日㈭ 
　 …午前10時～　　…午前10時30分～
　 …午前11時～　　…午前11時30分～
市役所本庁舎9階　第2入札室
2月10日㈮
　 …午前10時30分～11時30分 　
　 …午前11時30分～正午
　 …午後2時～3時　
　 …午後3時30分～4時

直接、管財課（本庁舎5階）へ
お申し込みください。
2月1日㈬～3月1日㈭
午前8時30分～午後5時15分
（土・日曜日、祝日を除く）

番号

土
　
地

土
　
地

建
　
物

土
　
地

土
　
地

建
　
物

物　　　　　件
旧大在支所

番号

※2月1日㈬から管財課（本庁舎5階）で参加申込書とパンフ
レットを配布します。なお、市税を滞納している人などは入札
に参加できない場合があります。
また、入札参加者がいないなどの理由で落札しなかった場
合は、3月16日㈮から先着申込順に受け付けます。

※土地の地目は全て宅地　※参考価格は、入札の際の目安となる価格です。

物　　　　　件

所 在 地
地 積
用途地域

：
：
：

横田一丁目402番
1,492.08㎡
商業地域

構 造
用 途
延床面積

：
：
：

鉄筋コンクリート2階建て
事務所
748.80㎡

旧大南支所

旧大在支所第2駐車場 常行市有地

所 在 地
地 積
用途地域

：
：
：

大字中戸次4540番1、5
1,449.63㎡
近隣商業地域

構 造
用 途
延床面積

：
：
：

鉄筋コンクリート2階建て
事務所
821.40㎡

所 在 地
地 積
用途地域

：
：
：

横田一丁目367番
166.08㎡
第二種住居地域

所 在 地
地 積
用途地域

：
：
：

大字常行140番10
61.18㎡
第一種住居地域

入 札 日 時

入 札 場 所
現 地 説 明 会

一般競争入札

参考価格
3,970万円

参考価格
2,730万円

参考価格
　６３８万円

参考価格
　  81万円

1

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4
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届
け
出
が
遅
れ
る
と
、死
亡
日
以

後
も
年
金
が
支
払
わ
れ
、後
で
返
納

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、受
給
で
き
る
年
金
を
受
け

取
ら
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、そ
の

人
と
生
計
が
同
じ
で
あ
っ
た
遺
族（
配

偶
者
、子
、父
母
な
ど
の
順
）が
未
支

給
分
の
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

な
お
、障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎

年
金
、寡
婦
年
金
の
受
給
者
が
死
亡

し
た
場
合
は
、本
庁
舎
１
階
⑩
番
窓

口
、各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎
・

一
尺
屋
連
絡
所
で
、老
齢
給
付
に
係

る
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
は

大
分
年
金
事
務
所
（
東
津
留
二
丁
目

☎
５
５
２
・
１
２
１
１
）で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問　

国
民
年
金
室（
☎
５
３
７
・
５
６

１
７
）

　

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
や
暴
言

に
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。そ
ん

な
と
き
は
、ま
ず
お
電
話
を
。個
人
情

報
は
保
護
さ
れ
ま
す
の
で
、安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日
時　
●
平
日
…
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
６
時　

中
央
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
５
３
７
・
５
６

６
６
）　
●
土
・
日
曜
日
…
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

N
P
O
法
人
え
ば
の

会（
☎
５
３
２・
１
０
８
０
）　
●
夜
間

…（
平
日
）午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
）午
後
１
時
〜
５

時
、午
後
６
時
〜
９
時　

配
偶
者
暴

力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
５
４
４・

３
９
０
０
）

　

市
で
は
、永
年（
お
お
む
ね
10
年
以

上
）に
わ
た
り
、善
意
・
善
行
を
さ
れ
た

団
体（
個
人
）を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
推
薦
い
た
だ
き
、毎
年
、５
月
に「
大

分
市
顕
彰
の
日
表
彰
」を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
対
象　

⒜
永
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
の
た
め
奉
仕
活
動（
環
境
美
化
、社

会
福
祉
、青
少
年
健
全
育
成
、自
然
愛

護
、事
故
防
止
）を
行
い
、他
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
団
体（
個
人
）。
※
た
だ

し
、次
の
よ
う
な
活
動
は
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
①
役
職
と
し

て
の
活
動　

②
個
人
の
趣
味
的
な
活
動

で
社
会
奉
仕
性
の
な
い
も
の　

③
一
定

の
謝
礼
金
を
も
ら
う
活
動

⒝
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付
し
、そ
の

功
績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
る
団
体（
個

人
）。

⒞
災
害
の
未
然
防
止
お
よ
び
適
切
な

行
為
に
よ
り
、そ
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
た
団
体（
個
人
）。

◆
申
込
み
・
問　

市
長
室
お
よ
び
各
支

所
、明
野
出
張
所
、各
地
区
公
民
館
に

備
え
付
け
の
推
薦
用
紙（
２
月
１
日
㈬

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵

送
で
、２
月
29
日
㈬（
必
着
）ま
で
に
市

長
室（
本
庁
舎
3
階　

☎
５
３
７
・
５

６
０
０
）へ
。

　

電
子
証
明
書
と
は
、国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
e-
T
a
x
）お

よ
び
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
を

は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
、国
・
県
・
市
な
ど
へ
行
政
手
続
き
を

行
う
際
に
本
人
確
認
を
行
う
た
め
の

手
段
で
す
。有
効
期
限（
発
行
日
か
ら

３
年
間
）が
過
ぎ
て
い
る
場
合
は
、更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、有
効
期
限
内
で
あ
っ
て

も
、転
居
に
よ
る「
住
所
変
更
」や
戸

籍
の
届
け
出
に
よ
る「
氏
名
変
更
」を

行
っ
た
場
合
、電
子
証
明
書
が
失
効
し

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課（
☎
５
３
７・５
７
３
４
）

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す

◆
浄
化
槽
の
清
掃　

清
掃
は
市
長
の

許
可
を
受
け
た
「
浄
化
槽
清
掃
業
許

可
業
者
」に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

清
掃
管
理
課（
☎
５
３
７
・
５
６

２
４
）

◆
浄
化
槽
の
保
守
点
検　

保
守
点
検

は「
浄
化
槽
保
守
点
検
登
録
業
者
」に
、

法
定
検
査
は
県
知
事
が
指
定
し
た
㈶

大
分
県
環
境
管
理
協
会（
☎
５
６
７・１

８
５
５
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
下
水
道
経
営
企
画
課〈
城
崎
分
館
〉

（
☎
５
３
７・５
６
４
０
）

こ
れ
か
ら
お
墓
を
建
て
よ
う
と

す
る
人
へ

　

寺
院
墓
地
、霊
園
墓
地
な
ど
の
墓
地

は
、「
墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
く
経
営
許
可
を
受
け
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
墓
地
を
求
め
よ
う
と
す

る
人
は
、ま
ず
許
可
を
受
け
て
い
る
墓

地
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、使
用
契

約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

問　

保
健
所
衛
生
課（
☎
５
３
６
・
２

８
５
４
）

市役所　☎534-6111（夜間・休日☎534-6119）
市のホームページ http://www.city.oita.oita.jp/　市報おおいたに掲載している情報をご覧になれます。
携帯アドレス http://www.i-oita.net/oitatop.cgi

国
民
年
金
受
給
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
届
け
出
を

介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

　

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告

の
際
、お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
に
は
、毎
年
医
師
が
発
行
し

た
お
む
つ
使
用
証
明
書
が
必
要
で
す

が
、お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人
は
、市

が
発
行
し
た
確
認
書
で
も
医
療
費
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ
し
、確
認

書
を
発
行
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
長
寿
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑
、介

護
保
険
被
保
険
者
証

◆
手
数
料　

３
０
０
円

問　

長
寿
福
祉
課（
第
２
庁
舎
２
階

☎
５
３
７・
５
７
４
３
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

結
婚
相
談
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

助
成
の
対
象
者
で
医
療
証
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
人
は
、交
付
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

◆
対
象　

①
18
歳
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉

法
」に
規
定
す
る
母
子（
父
子
）家
庭

の
母
親
、父
親　

②
そ
の
母
親（
父
親
）

に
養
育
さ
れ
て
い
る
18
歳
ま
で
の
児
童

③
父
母
の
い
な
い
18
歳
ま
で
の
児
童

※
児
童
が
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

健
康
保
険

証
、戸
籍
謄
本（
全
部
事
項
証
明
書
）、

印
鑑
、指
定
口
座
、転
入
者
は
所
得
証

明
書

問　

子
育
て
支
援
課（
本
庁
舎
1
階

☎
５
３
７・５
７
９
６
）

　

市
で
は
、本
人
ま
た
は
そ
の
親
が
大

分
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
、

結
婚
を
希
望
す
る
人
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。仕
事
の
都
合
な
ど
で
交
際

の
機
会
が
少
な
い
人
や
市
外
に
就
職

し
て
い
て
相
手
探
し
を
し
て
い
る
人

な
ど
が
利
用
し
て
い
ま
す
。気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
持
参
物　

写
真（
上
半
身
・
全
身
各

１
枚　

縦
12
㌢
×
横
９
㌢
程
度〈
２
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
〉）、本
人

確
認
の
で
き
る
も
の

◆
場
所
・
問　

子
育
て
支
援
課（
本
庁

舎
１
階
⑪
番
窓
口　

☎
５
３
７・
５
６

６
７
）

Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
な
ど
か
ら
の

暴
力
）電
話
相
談
の
ご
利
用
を

善
行
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が

過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
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問生活安全推進室（☎537-5997）

暴力団を

利用
暴力団と

交際
暴力団に

しない

暴力団を

利用
しない しない

暴力団と

交際
しないしない

協力
暴力団に

しない
協力

3つの「しない」を実践し、
暴力団排除に社会一丸で取り組みましょう！

3つの「しない」を実践し、
暴力団排除に社会一丸で取り組みましょう！

みんなで推進！
暴力団排除！！

問文化国際課（☎537-5663）

県立総合体育館
市民（1組1通のみ有効）
75組150人（ペアチケット）
※多数時は抽せん
2階自由席
往復はがきに、申込者2人
の住所、氏名、電話番号を
記入し、2月15日㈬＜消印
有効＞までに、㈱大分ヒー
ト「大分市招待事業」係
（〒874-0828 別府市山の
手町9-40 別府山の手ライ
フガーデン）へ。

市民無料招待！市民無料招待！市民無料招待！
大分ヒートデビルズのホームゲームに

◆場　　所
◆対　　象
◆招待者数

◆招 待 席
◆申 込 み

大分ヒートデビルズを応援しよう！
★対象の試合★　

3月3日㈯ 午後6時～
仙台89ERSVS

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

◆
募
集
期
間  

２
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫

◆
入
居
者
の
決
定
方
法　

公
開
抽
せ

ん　
①
２
月
29
日
㈬　

午
前
９
時
30
分

②
市
営
住
宅（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
〈
城
崎
町
一
丁
目
２‐３　

☎
５
３
３・
１　

　

６
7
4
〉受
付
分
）

◆
開
庁
時
間　

月
〜
金
曜
日（
休
日
・

本
庁
舎（
１
階
中
心
）の
窓
口
時
間
を

午
後
６
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す

対象窓口

市民課
①戸籍・住民異動、印鑑登録、外国人登録、
　水道使用の受け付けなど
②戸籍・住民票・印鑑登録証明書などの交付

国保年金課
国民健康保険の資格・給付、国保税の収納、
後期高齢者医療の資格変更・給付、国民年金
の加入・変更、保険料免除、年金請求など

税証明窓口 税証明のうち「所得・税額証明書」の交付
障害福祉課 医療費助成、各種手当、障害福祉サービスなど

子育て支援課

☎537-5614

☎537-5616
☎537-5617
（国民年金室）

☎537-5673
☎537-5658

☎537-5619医療費助成、子ども手当、保育所入所の
申請手続きなど

午後5時15分以降の対象業務 お問い合わせ
　

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
を
行

い
ま
す
。

◆
立
候
補
届
出
日
時　

２
月
28
日
㈫
・

29
日
㈬　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
投
票
日
時　

３
月
６
日
㈫　

午
前

７
時
〜
午
後
２
時

◆
選
挙
区
域
・
定
数　
●
第
１
区（
挾

間
地
区
）…
２
人　
●
第
２
区（
横
瀬

地
区
）…
17
人　
●
第
３
区（
宗
方
地

享
保
井
路
土
地
改
良
区

総
代
選
挙
を
行
い
ま
す

区
）…
11
人

◆
立
候
補
受
付
場
所
・
投
票
場
所　

稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

（
全
選
挙
区
共
通
）

問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
☎

５
３
７・５
６
５
２
）

祝
日
を
除
く
）　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
６
時

本
庁
舎
８
階　

大
会
議
室　

②
２
月

27
日
㈪　

午
前
９
時
30
分　

ア
ー
ト

プ
ラ
ザ　

研
修
室

※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
の
う
え
、お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
随
時
募
集
）

◆
住
宅
名　
●
ベ
ル
ビ
ュ
賀
来（
賀
来
南
）

●
リ
バ
ー
サ
イ
ド
新
界（
大
字
廻
栖
野
）

●
古
宮
団
地（
大
字
佐
賀
関
）

※
空
室
状
況
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

住
宅
課（
☎
５
３
７・５
９
７
７
）

全ての住宅には、住宅用火災警報器の設置が義務付けられています。
まだ設置していない人は、火災から大切な命や財産を守るために、早めの設置をお願いします。 問生活安全推進室（☎537-5９９７）

問消防局予防課（☎532-3199）
「自転車も  歩行者優先  いいマナー」
■交通安全スローガン 設置していますか？住宅用火災警報器問大分労働局賃金室（☎536-3215）

■産業別：●鉄鋼業…７８０円  ●非鉄金属製造業…７７４円 ●電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業…７０７円 
●自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業…７５７円  ●各種商品小売業…６８７円  ●自動車（新車）小売業…７１５円

大分県における最低賃金（※いずれも時間額）…647円

郷
土
の
緑
保
全
地
区
の
指
定

（
案
）の
縦
覧
を
し
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、緑
を
よ

り
よ
い
状
態
で
次
世
代
に
残
し
て
い

く
た
め
、「
大
分
市
緑
の
保
全
及
び
創

造
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、郷
土

の
緑
保
全
地
区
の
指
定（
案
）を
縦
覧

し
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間　
２
月
６
日
㈪
〜
20
日
㈪

◆
指
定
地
区（
案
）　
蓬
莱
山
古
墳
周

辺
地
区
（
上
片
面
・
下
片
面
地
区
）

◆
縦
覧
場
所
・
問　

公
園
緑
地
課（
本

庁
舎
7
階　

☎
５
３
７・５
６
３
８
）

　

保
健
所
で
は
、食
品
の
安
全
確
保
の

推
進
を
目
的
と
し
た
24
年
度
の
「
大

分
市
食
品
衛
生
監
視
指
導
計
画
」
を

策
定
す
る
た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資
料
の
閲
覧
場
所　

保
健
所
衛
生

課
、福
祉
保
健
課
、情
報
公
開
室
、各

支
所
、明
野
出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
２
月
13
日
㈪
か
ら
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

◆
そ
の
他　

個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問　

直
接
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル
で
、住
所
、氏

　

市
で
は
「
自
分
た
ち
の
公
園
は
自

分
た
ち
の
手
で
！
」を
基
本
に
街
区
公

園
愛
護
会
の
結
成
を
勧
め
て
い
ま
す
。

◆
主
な
活
動　

年
３
回
以
上
の
除

草
、月
１
回
以
上
の
ご
み
清
掃
、遊
具

な
ど
の
破
損
箇
所
の
連
絡
、週
２
回
以

上
の
ト
イ
レ
清
掃
な
ど

◆
愛
護
会
を
結
成
で
き
る
団
体　

自

治
会
、老
人
会
、子
ど
も
会
な
ど

◆
報
償
費　

１
平
方
㍍
当
た
り
年
間

28
円
、ト
イ
レ
清
掃
は
別
途
、年
間
４

万
２
、０
０
０
円
〜
５
万
４
、０
０
０
円

◆
申
込
み
・
問　

希
望
団
体
は
２
月
29

日
㈬
ま
で
に
公
園
管
理
事
務
所
（
☎

５
４
３・４
２
２
１
）へ
。

名
ま
た
は
会
社
名（
団
体
名
）を
記
入

（
様
式
自
由
）し
、３
月
12
日
㈪
（
必

着
）ま
で
に
保
健
所
衛
生
課（
〒
８
７

０‐８
５
０
６　
荷
揚
町
６‐１　

☎
５
３

６・
２
７
０
４　
　

５
３
２・
３
４
９
０

　

eisei3@
city.oita.oita.jp

）へ
。

　

４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

（
17
年
４
月
２
日
〜
18
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、入

学
通
知
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま

し
た
。届
い
て
い
な
い
人
は
、教
育
企

画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、入
学
ま
で
に
住
所
が
変
わ
る

予
定
の
人
は
、住
所
変
更
前
と
変
更

後
の
双
方
の
小
学
校
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

教
育
企
画
課（
☎
５
３
７・
５
９

０
３
）

ほ
う
ら
い
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

差
押
物
件
を
売
却
し
ま
す

イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
設
置
費
用
助
成

の
要
望
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

特
別
弔
慰
金
の
請
求

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

母
子
・
寡
婦
福
祉
資
金
の

貸
付
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

今
市
小
学
校
を
休
校
と
し
ま
す

　

24
年
度
は
、入
学
見
込
み
の
児
童
が

い
な
い
た
め
、23
年
度
に
引
き
続
き
、

今
市
小
学
校
を
休
校
と
し
ま
す
。

問　

教
育
企
画
課（
☎
５
３
７
・
５
９

０
３
）

　

水
稲
な
ど
の
農
林
産
物
の
イ
ノ
シ

シ
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、電
気
柵
、

波
板
ト
タ
ン
を
設
置
す
る
個
人
や
団

体
に
、基
準
事
業
費
の
３
分
の
２
以
内

を
助
成
す
る
予
定
で
す
。助
成
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、事
前
に
要
望
書
の
提

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
２
月
1
日
㈬
〜
20
日
㈪

◆
そ
の
他　

要
望
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
必
ず
助
成
が
受
け
ら
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、事
前
に
防
護
柵

を
購
入
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問　

農
林
水
産
課
ま
た
は

各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎
・
一

尺
屋
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
用
紙
に

記
入
し
、直
接
、農
林
水
産
課（
本
庁

舎
8
階　

☎
５
３
７
・
５
７
８
３
）
ま

た
は
各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神

小
学
校
の
入
学
通
知
書
の
送
付

24
年
度「
大
分
市
食
品
衛
生
監
視

指
導
計
画（
案
）」に
つ
い
て
の
意
見

街
区
公
園
愛
護
会

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

上
田
町
52

大
石
町
54

東
浜
60
・
62

羽
田
H4
・
H6
・
H14

下
郡
H6

中
の
瀬
H８
・
H10
・
H13

中
の
瀬
H８
・
H10

寺
畑
55

村
田
H5

坂
ノ
市
H2

秋
ノ
江
第
二
57

馬
場
H2
・
H5

幸
崎
駅
前
H13

国
分
H5

大
園
55

荒
内
63
住
改

花
香
61

小
屋
鶴

11３３１４２1１２１２111111
単
身
可

単
身
可

単
身
可

単
身
可

大分

募集
戸数

地区稙田・大南・野津原

住
宅
名

備
考

大
空
57

裏
川
53

東
明
野
H1
・
H2

畑
中
56

畑
中
第
二
H2

明
磧
H3

小
池
原
49

明
治
北
57
〜
59
・
61

敷
戸
51

寒
田
51

小
原
58
・
60

1２4２11１53２3
単
身
可

単
身
可

単
身
可

大分

募集
戸数

地区稙田 鶴崎

住
宅
名

備
考

　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
経

済
的
自
立
と
そ
の
児
童
の
福
祉
の
向

上
の
た
め
、就
学
支
度
資
金
や
修
学
資

金
な
ど
各
種
資
金
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象　
●
母
子
家
庭
の
母
で
、20
歳

未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
人　

●

父
母
の
い
な
い
20
歳
未
満
の
児
童

●
寡
婦（
現
在
配
偶
者
が
な
く
、か
つ

て
母
子
家
庭
の
母
で
あ
っ
た
人
）

●
配
偶
者
の
な
い
40
歳
以
上
の
女
性

◆
そ
の
他　

各
種
資
金
に
は
貸
し
付

け
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。就
学
支
度
資
金
は
、

入
学
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
申
込
み
・
問　

子
育
て
支
援
課（
☎

５
３
７・５
７
９
３
）へ

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
催
告
事
務
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
25
年
３

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容　

国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
電

話
催
告
や
窓
口
業
務
の
補
助

◆
対
象　

市
内
に
居
住
し
、市
税
お
よ

び
公
共
料
金
を
完
納
し
て
い
て
、土・日

曜
日
、祝
日
、夜
間
も
勤
務
で
き
る
人

◆
定
員　

１
人（
予
定
）

◆
選
考
方
法　

書
類
、面
接

◆
申
込
み
・
問　

国
保
年
金
課
で
事

前
に
就
労
内
容
の
説
明
を
受
け
、市
販

の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）を
直
接
、２

月
３
日
㈮
〜
16
日
㈭
に
同
課（
本
庁

舎
２
階　
☎
５
３
７・
５
７
３
８
）へ
。

介
護
認
定
訪
問
調
査
嘱
託
職
員

介
護
保
険
料
収
納
嘱
託
職
員

◆
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
25
年
３

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容　

要
介
護
認
定
調
査
の

訪
問
な
ど

◆
対
象　

市
内
に
居
住
し
、①
正
看
護

師
、助
産
師
、保
健
師
、介
護
支
援
専

門
員
の
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者
で
、②

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

◆
定
員　

若
干
名

◆
選
考
方
法　

書
類
、面
接

◆
申
込
み
・
問　

市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、①

②
の
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、直
接

ま
た
は
郵
送
で
、２
月
17
日
㈮
（
必

着
）ま
で
に
長
寿
福
祉
課（
第
２
庁
舎

２
階　

☎
５
3
7
・
5
7
4
3
）へ
。

◆
任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
25
年
３

月
31
日（
更
新
可
）

◆
職
務
内
容　

保
険
料
徴
収
お
よ
び

納
付
指
導
な
ど

◆
対
象　

市
内
に
居
住
し
、次
の
①
〜

④
を
満
た
す
35
歳
〜
59
歳
（
24
年
４

月
１
日
現
在
）
の
人　

①
土
・
日
曜

日
、祝
日
、夜
間
も
職
務
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
人　

②
収
納
嘱
託
業
務
を

専
業
に
で
き
る
人　

③
市
税
お
よ
び

公
共
料
金
を
完
納
し
て
い
る
人　

④

普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
と
車
両
の

所
有
者

◆
定
員　

1
人　

◆
選
考
方
法　

書
類
、面
接

◆
申
込
み
・
問　

長
寿
福
祉
課（
本
庁

舎
１
階
）に
備
え
付
け
の
応
募
票（
２

月
１
日
㈬
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）、市
販
の
履
歴

書（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、２
月
17
日

㈮（
必
着
）ま
で
に
同
課（
本
庁
舎
１

階　

☎
５
3
7
・
5
7
4
1
）へ
。

◆
売
却
物
件　

不
動
産　
●
大
字
佐

野
４
４
２
９
番
地　

ダ
イ
ア
パ
レ
ス
佐

野
２
１
０
号

◆
参
加
申
込
期
間　

２
月
13
日
㈪
午

後
１
時
〜
24
日
㈮
午
後
11
時

◆
入
札
期
間　

３
月
２
日
㈮
午
後
１

時
〜
９
日
㈮
午
後
１
時

※
２
月
13
日
㈪
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。な
お
、

売
却
を
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　

納
税
課（
☎
５
３
７・５
７
３
２
）

崎
・一
尺
屋
連
絡
所
へ
。

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

21
年
４
月
１
日
時
点
で
、公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い

な
い
場
合
に
、第
９
回
特
別
弔
慰
金
と

し
て
額
面
24
万
円
、６
年
償
還
の
国
債

が
支
給
さ
れ
ま
す
。な
お
、24
年
４
月

２
日
を
過
ぎ
る
と
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、早
め
の
請

求
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象　

以
下
の
優
先
順
位
に
よ
り

一
人　

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者　

②

戦
没
者
等
の
子　

③
戦
没
者
等
と
生

計
関
係
を
有
し
て
お
り
、戦
没
者
等
と

氏
が
同
じ
で
あ
る
父
母
、孫
、祖
父

母
、兄
弟
姉
妹（
異
父
母
を
含
む
）　

④
前
記
③
以
外
の
父
母
、孫
、祖
父

母
、兄
弟
姉
妹　

⑤
戦
没
者
の
死
亡

時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
３
親
等
内
の
親
族

問　

福
祉
保
健
課（
☎
５
３
７
・
５
６

２
３
）
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2
月

月と木星を見よう！
期間/5日㈰まで
時間/午後7時30
分～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館　☎574-0100

600食限定ふぐ雑炊販売
時間/午後1時～売り切れまで
場所/市営陸上競技場
価格/1食300円
問市観光協会　☎537-5764

10
㈮
木星と冬の大三角を見よう！
期間/12日㈰まで
時間・参加料・場所・問は上記3
日と同じ

11
㈯
第12回
全国ホームタウンサミットin大分
セルジオ越後　講演会
時間/午後1時～
場所/大分文化会館大ホール
入場料/1,000円（小・中学生、高
校生、大学生は500円）※売り切
れの際はご了承ください。
問文化国際課　☎537-5663

17
㈮
第５回大分市ふるさとコンサート
時間/午後6時30分～
場所/コンパルホール文化ホール
出演/塩地亜希子（ピアノ）、首藤
玲奈（ソプラノ）、前田優紀（クラリ
ネット）、小野聡美（コントラバス）
入場料/1,000円※売り切れの際
はご了承ください。
問文化国際課　☎537-5663

6
㈪
アートプラザ バレンタイン・
スペシャル 畠山美由紀ライブ
「わが美しき故郷よ」
時間/午後7時～
入場料/5,000円（前売り4,500
円）※売り切れの際はご了承く
ださい。
場所・問アートプラザ　☎538-5000

8
㈬

無料似顔絵展
期間/16日㈭まで
時間/午前9時～午後9時（土・日曜日
は午後5時、最終日は午後3時まで）
場所・問ライフパル　☎573-3770

日時/11日㈯午後6時
～・12日㈰午後1時～
場所/県立総合体育館

大分ヒートデビルズ対
千葉ジェッツ

バサジィ大分対
府中アスレティックFC
時間/午後1時～
場所/ビーコンプラザ
（別府市）
ⒸPhoto by Vasagey Oita

都合によりお休みさせていただきます。

問市公設地方卸売市場　☎533-3113

2月11日㈯
卸売市場「市民感謝デー」

ⒸOita HeatDevils/
bj-league

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
在
地
区

鶴
崎
地
区

坂
ノ
市
地
区

稙
田
地
区

野
津
原
地
区

市
へ

▼
緑
が
丘
連
合
自
治
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
新
川
町
内
会
▼
真
如
苑

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
　
▼
宮
﨑
利
治（
松
原
町
）

▼
平
井
ス
ミ
子（
大
石
町
）▼
児
玉
惠

美
子（
羽
屋
）▼
西
村
仁（
永
興
）▼
伊

藤
綾
子（
豊
饒
）▼
利
光
鉄
弥（
南
春
日

町
）▼
今
井
義
明（
深
河
内
）▼
池
田
ア

キ
子（
城
崎
町
）▼
葛
城
義
隆（
机
張

原
）▼
田
邊
タ
ツ
子（
片
島
）▼
足
立
悦

子（
羽
屋
）▼
秋
月
英
則（
下
郡
南
）

▼
秋
吉
弘
子（
新
町
）▼
芦
刈
努（
明
野

南
）▼
福
岡
弘
毅（
明
野
東
）

　
　
　
　
　
▼
堀
有
治（
　
木
）▼
中

村
廣
昭（
下
徳
丸
）▼
柏
原
謙
治（
横

尾
）▼
後
藤
美
江（
南
）▼
児
玉
孝
治

（
小
池
原
）

　
　
　
　
　
▼
吉
武
益
美（
望
み
が

丘
）

　
　
　
　
　
　
▼
松
﨑
光
子（
細
）

▼
神
田
栄
二（
一
木
）▼
藤
本
崇（
坂
ノ

市
南
）

　
　
　
　
　
▼
後
藤
美
登
利（
寒
田
）

▼
長
峰
廣
子（
寒
田
）▼
加
藤
保
徳（
宗

方
台
西
）▼
冨
髙
良
浩（
光
吉
台
）▼
秋

月
眞
　（
田
尻
）▼
佐
藤
昭
典（
上
宗

方
）▼
梅
木
益
枝（
寒
田
南
町
）▼
加
藤

敏
武（
賀
来
）▼
増
田
芳
子（
小
野
鶴

南
）▼
城
尾
洋
子（
田
尻
）

　
　
　
　
　
　
▼
安
部
真
弘（
野
津

原
）▼
立
川
ヨ
シ
エ（
今
市
）▼
赤
星
克

実（
竹
矢
）

　
　
　
▼
髙
橋
山
二
郎（
北
九
州
市
）

　
　
　 

以
上
12
月
18
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
2
庁
舎
2
階
福
祉
保
健

課
、各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤

十
字
社
の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

◆
日
時　

２
月
21
日
〜
３
月
22
日
の

原
則
毎
週
火
・
木
曜
日（
全
10
回
）　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

◆
内
容　
●
中
小
企
業
に
役
立
つ
I

C
T
の
最
新
情
報　
●「
も
の
づ
く

り
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
」最
前
線

●「
ま
ち
づ
く
り
」
か
ら
見
る
中
小
企

業
へ
の
ヒ
ン
ト
な
ど

企
業
の
実
践
的
ブ
ラ
ン
ド
力

応
援
講
座

◆
月
日　

2
月
18
日
㈯

◆
場
所　

大
分
文
化
会
館　

第
2
小

ホ
ー
ル

◆
時
間
・
内
容　
●
午
後
1
時
〜
2
時

演
題
「
加
齢
は
華
麗
に
！
人
生
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
健
康
に
過
ご
す
に

は
〜
絶
対
に
知
っ
て
お
き
た
い
健
康

維
持
の
た
め
の
基
礎
医
学
〜
」　

講

師
…
三
浦
真
弘
氏（
大
分
大
学
医
学

部
講
師
・
医
学
博
士
）　
●
午
後
2
時

〜
3
時
30
分　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
な
ど
、各
支
援
開
設
ブ
ー
ス
で

の
活
動
の
説
明
・
相
談
会

◆
対
象　

3
月
31
日
ま
で
に
退
職
予

定
も
し
く
は
す
で
に
退
職
し
た
人
。定

年
後
の
生
活
、ま
た
は
老
後
の
生
活
準

備
に
関
心
の
あ
る
人
。

◆
定
員　

各
1
5
0
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
問　

電
話
で
、2
月
1
日

㈬
〜
13
日
㈪
に
商
工
労
政
課
（
☎

5
3
7
・
5
9
6
4
）へ
。

◆
講
師　

日
本
文
理
大
学
教
授
な
ど

◆
対
象　

市
内
居
住
者
ま
た
は
市
内

事
業
者

◆
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料　
4
0
0
円（
資
料
代
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

産
業
活
性
化

プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
２
月

１
日
㈬
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、E
メ
ー
ル

で
、
２
月
１
日
㈬
か
ら
同
プ
ラ
ザ（
荷

揚
町
4‐36　

☎
５
３
７・
８
７
０
１　

　

５
３
８・
５
５
１
６　
　

b
z3500

2
8
@
b
z0
3
.p
la
la
.o
r.jp

）へ
。

大分市の

面積と人口

【12月末日現在の住民基本台帳人口＋外国人登録人口】
面　積 人　口
男 女 世帯数 206,535世帯247,443人229,264人

476,707人501.28㎢ 大分市テレビ広報
フレッシュおおいた

毎週土曜日　午後5時15分～5時30分　TOSテレビ大分
2月4日㈯「希望の学び舎で、スキルアップ！～市立エスペランサ・コレジオ～」 2月11日㈯「市政トピックス」
大分市内のケ－ブルテレビ局でも放送中  ◎OCT（日・月・火・水）  ◎OCN（日・月・火・水）  ◎STV（火・水・木）

◆
日
時　

２
月
10
日
㈮　
午
前
10
時
〜

◆
場
所　

保
健
所
６
階　

大
会
議
室

◆
対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど

市
民
活
動
に
関
心
が
あ
る
人

◆
定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）　

※
事
前
申
し
込
み
不
要

問　

市
民
協
働
推
進
課（
☎
５
３
７・

７
２
５
１
）

◆
期
間　

４
月
〜
25
年
３
月　

◆
曜

日　

①
点
訳
講
習
会
…
毎
週
金
曜
日

②
音
訳
講
習
会
…
毎
週
火
曜
日　

◆

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午　

◆
定
員

①
…
15
人　

②
…
20
人　

◆
申
込

み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き
に
、講
習

会
名
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

を
記
入
し
、２
月
14
日
㈫（
必
着
）ま

で
に
県
点
字
図
書
館（
〒
８
７
０‐
０

０
２
６　

金
池
町
三
丁
目
１‐75　

☎

５
３
８・０
３
９
９
）へ
。

23
年
10
月
１
日
以
降
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
へ

オ
リ
ジ
ナ
ル
音
楽
C
D
を
作
ろ
う

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

＆
相
談
会

魚
料
理
教
室

〜
タ
イ
づ
く
し
〜

市
民
活
動
団
体
へ
の
支
援
事
業

（
１
％
応
援
事
業
）説
明
会

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い

労
働
相
談

◆
期
間　

２
月
６
日
㈪
〜
12
日
㈰　

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成

講
習
会
受
講
者
募
集

◆
日
時　

２
月
25
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分
（
１
泊

２
日
）

◆
内
容　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム（
自
然

体
験
活
動
）、木
の
枝
と
毛
糸
を
使
っ

た
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
お
守
り
作
り
、天

体
観
測
な
ど

◆
対
象　

大
分
市
ま
た
は
豊
後
大
野

市
大
野
町
在
住
の
小
学
4
年
生
か
ら

中
学
生

◆
定
員　

40
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

１
人
２
、１
５
０
円（
食

事
代
、シ
ー
ツ
・
枕
カ
バ
ー
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
代
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き

に
、住
所
、氏
名
、性
別
、学
校
名
、学

年
、電
話
番
号
を
記
入
し
、２
月
15
日

㈬（
必
着
）ま
で
に
、の
つ
は
る
少
年

自
然
の
家（
〒
８
７
０‐１
２
２
１　

大

字
荷
尾
杵
１
０
９
７
番
地
の
26　

☎

５
８
９・２
２
１
２
）へ
。

キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く
パ
ー
ク
2
0
1
２

〜
冬
を
と
こ
と
ん
楽
し
も
う
〜

◆
日
時　

３
月
４
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時（
雨
天
中
止
）

◆
対
象　

市
内
居
住
の
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ（
販
売
業
者
、専
門
業
者
、

高
校
生
以
下
の
み
の
参
加
は
不
可
）

◆
出
店
商
品　

日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
、ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
で
、使

用
可
能
な
も
の（
食
品
、動
・
植
物
、危

険
物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数　

50
店（
多
数
時
は
抽

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

せ
ん
）

◆
そ
の
他　
ス
ペ
ー
ス
は
３
㍍
×
３
㍍

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き

に
、代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電

話
番
号
、グ
ル
ー
プ
人
数
、出
店
内
容

（
商
品
の
種
類
と
数
）を
記
入
し
、２

月
17
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ

ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ（
〒
８
７
０‐１
２
０
５

　

大
字
福
宗
６
１
８
番
地　
☎
５
８

８・１
４
１
０
）へ
。

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
試
合
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◆
募
集
期
間　

２
月
６
日
㈪
午
前
９

時
〜
17
日
㈮
午
後
４
時（
土
・日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）　

◆
対
象　

18
年
４
月

２
日
〜
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、聴

覚
に
障
が
い
を
有
す
る
人　

◆
そ
の

他　

入
学
希
望
者
の
面
接
を
２
月
下

旬
に
行
い
ま
す
。　

◆
願
書
請
求
・
問

県
立
聾
学
校（
〒
８
７
０‐０
８
２
３　

東
大
道
二
丁
目
５‐12　

☎
５
４
３・
２

０
４
７　
　

５
４
６・２
１
１
１
）へ
。

県
立
聾
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

ろ
う

シ
イ
タ
ケ
の
コ
マ
打
ち
体
験

◆
日
時　

2
月
26
㈰　

午
後
１
時
〜

３
時　

◆
集
合
場
所　

中
冬
田
公
民

館（
竹
中
）　

◆
対
象　

小
・
中
学
生

他
者
理
解
の
た
め
の

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
入
門
講
座

◆
月
日　

2
月
18
日
、3
月
3
日
・
17

日
、4
月
14
日
・
21
日（
土
曜
日
・
全
5

回
）　

◆
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

（
４
月
21
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　

◆

場
所　

コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル　

◆
内
容

男
性
と
女
性
が
お
互
い
に「
楽
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
や
心
地

よ
い
考
え
方
・
感
じ
方
の
手
法
」
な
ど

を
学
ぶ　

◆
対
象　

関
心
の
あ
る
市

民　

◆
定
員　

50
人（
多
数
時
は
抽

せ
ん
）　

◆
参
加
料　

６
、０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
、事
務
費
な
ど
）　

◆

申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き
に
、住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
記
入
し
、2
月
10

日
㈮（
必
着
）ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア

ス
パ
ル 

イ
ー
グ
ル
校（
〒
８
７
０‐０

０
２
１　

府
内
町
一
丁
目
６‐10　

第

２
吉
良
ビ
ル
４
階　

☎
５
３
８‐８
０

８
８
）へ
。

（
保
護
者
同
伴
）　

◆
定
員　

30
組

（
先
着
順
）　

◆
持
参
品　

金
づ
ち

◆
申
込
み
・
問　

2
月
１
日
㈬
〜
16
日

㈭
に
豊
後
ふ
る
さ
と
再
生
塾
「
昭
和

の
里
か
ぐ
や
姫
」事
務
局
（
☎
5
5
4

‐3
4
0
0
）へ
。

◆
日
時　

３
月
５
日
㈪　

午
前
９
時

30
分
〜
正
午

◆
内
容　

音
楽
C
D
の
曲
を
パ
ソ
コ
ン

に
取
り
込
ん
で
、好
き
な
曲
順
に
編
集

し
て
C
D
に
書
き
込
む
方
法
を
学
習

◆
対
象　

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入
力
が

で
き
る
人

◆
定
員　

30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

３
５
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

往
復
は
が
き

（
１
人
１
枚
）に
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、教
室
名
を
記
入
し
、２
月
14
日

㈫
（
必
着
）
ま
で
に
情
報
学
習
セ
ン

タ
ー（
〒
８
７
０‐０
８
５
１　

大
石
町

一
丁
目
３
組　

☎
５
４
５
・
８
６
１

６
）へ
。

◆
日
時　

2
月
19
日
㈰　

午
前
9
時

30
分
〜
午
後
１
時

◆
定
員　

20
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

※
各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
申

し
込
み

◆
参
加
料　

1
人
1
、0
0
0
円

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

は
が
き
に
、

団
体
名
、代
表
者
住
所
、代
表
者
名
、

参
加
人
数
、電
話
番
号
を
記
入
し
、2

月
10
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
公
設
地
方

卸
売
市
場
管
理
事
務
所（
〒
８
７
０‐

０
０
１
８　

豊
海
三
丁
目
2‐1　

☎

5
3
3
・
3
1
1
3
）へ
。

◆
活
動
日　

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
当
日　

◆
活
動
場
所　

主

に
大
分
銀
行
ド
ー
ム　

◆
活
動
内
容

チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
、観
客
誘
導
、会
場

設
営
作
業
・
美
化
活
動
な
ど　

◆
対

象　

18
歳
以
上（
高
校
生
不
可
）で
、

年
間
５
試
合
以
上
活
動
で
き
る
人　

◆
説
明
会　

２
月
26
日
㈰　

午
後
１

時
〜　

大
分
銀
行
ド
ー
ム
地
下
１
階

４
０
６
号
室　

◆
申
込
み
・
問　

は
が

き
、電
話
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、

住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局（
〒
８
７
０‐０
１

２
６　

大
字
横
尾
１
６
２
９
番
地　

☎
５
５
４・
２
２
５
０　

５
５
４・
２

２
８
０　
　

vo
l@
o
ita
-trin

ita
.

co
.jp

）へ
。

◆
時
間　
●
平
日
…
午
前
９
時
〜
午

後
８
時（
来
所
相
談
の
受
付
は
午
後
６

時
30
分
ま
で
）　
●
土
・
日
曜
日
…
午

前
９
時
〜
午
後
５
時（
来
所
相
談
の
受

付
は
午
後
４
時
ま
で
）　

◆
相
談
内
容

労
働
問
題
に
か
か
る
ト
ラ
ブ
ル
に
関

す
る
相
談　

◆
そ
の
他　

電
話
（
☎

５
３
６・３
６
５
０
）で
も
相
談
で
き
ま

す
。　
◆
場
所
・
問　

県
労
働
委
員
会

事
務
局（
県
庁
舎
本
館
７
階　

☎
５

０
６・５
２
４
１
）

　

23
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
初
め
て
納

付
し
た
人
に
、日
本
年
金
機
構
か
ら

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
２
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。証
明
書
を
紛
失

し
た
人
や
証
明
書
が
届
か
な
い
人
は
、

大
分
年
金
事
務
所（
☎
５
５
２・
１
２

１
１
）
ま
た
は
控
除
証
明
書
専
門
ダ

イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０・
０
７
０・
１
１

７
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
外

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
へ

▼
大
分
県
工
業
振
興
課
▼
大
分
県
福
祉

保
健
部
障
害
福
祉
課
▼
国
分
老
人
ク
ラ

ブ
▼
大
分
駅
周
辺
総
合
整
備
事
務
所

▼
夏
休
み
子
ど
も
教
室（
お
茶
）南
部
公

民
館
▼
夏
休
み
子
ど
も
教
室（
陶
芸
）南

部
公
民
館
▼
南
部
女
性
セ
ミ
ナ
ー（
エ

コ
の
ク
ラ
フ
ト
）▼
ア
ロ
マ
教
室
▼
斉
藤

政
子（
野
津
原
）▼
救
世
主
教
三
佐
分
会

▼
小
佐
井
小
学
校
昭
和
21
年
卒
業
生

▼
時
任
そ
ろ
ば
ん
教
室



ふるさと団地の元気創造プロジェクト（7・8ページ参照）の一環として開催された自宅開
放・ギャラリーで、自分の作品を公開した三宮さん。大好きなジャズの演奏シーンをイメージ
した水彩画などを趣味で描いています。「これからも自分の描いた絵を富士見が丘団地の魅
力アップに少しでも役立ててもらえたらうれしいです」と思いを語っていました。

今回の表紙
Vol.44

三宮 辰夫さん

はっけん！
むちゅうじん

こ
の
市
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市
報
お
お
い
た　

2
月
1
日
号
（
毎
月
1
日
・
15
日
発
行
）　

  

企
画
・
発
行　

大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課
（
〒
８
７
０
ー
８
５
０
４  

荷
揚
町
２
番
31
号　

代
表
☎
５
３
４
ー
６
１
１
１
）

地
デ
ジ・デ
ー
タ
放
送
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

地
デ
ジ・デ
ー
タ
放
送
を
ご
利
用
く
だ
さ
いデータ放送の視聴に関することは　OBS大分放送　☎553-2593

情報の内容に関することは　　　　広聴広報課　　 ☎537-5713

　
O
B
S
大
分
放
送
の
デ
ー
タ
放
送
で
、大
分
市
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
・

観
光
情
報
な
ど
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

チャンネルを「地上デ
ジタル放送」のOBS大
分放送（　　ch）に合
わせ、リモコンの　 ボ
タンを押します。

OBS大分放送データ放送のトッ
プ画面から　方向（矢印キー）で
「大分市広報」を選択し「決定」ボ
タンを押します。

「大分市データ放送」画面が表示さ
れます。 　方向（矢印キー）で項
目を選択し「決定」ボタンを押すと
詳細情報がご覧になれます。

■月2回更新
■番組が放送されていないときやメ
　ンテナンスの際は休止します。
※試験放送のため、画面を変更する場
　合があります。

※一部の番組では、別画面が最初に
　表示されることがあります。
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大分市誕生100年

100年を 活かして拓く
ゆめ・みらい

23年4月1日に旧大分市市制施行100周年を
迎えた大分市。その100年の歴史を振り返り、
当時の主な出来事をシリーズで紹介します。

第10回大分市百歳

　1972（昭和47）年4月4日、別大電車が72年の
歴史を閉じました。
　路面電車が大分―別府間を走り始めたの
は、1900（明治33）年５月10日。全国で6番目、
九州では初めての開業でした。
　明治、大正、昭和の長い間、市民の足そして
観光客の足として親しまれた路面電車は、自
家用車の普及により乗客も減少。やがて、別
大国道の渋滞緩和のためにも、軌道敷の撤去
が必要となったのです。
　最終日は、「72年間のご利用ありがとうご
ざいました」という看板を車両に付け、金
モールで飾られた電車が、始発から大分―亀
川間を運行し、別れを惜しむ多くの電車ファ
ンを乗せて終日往復。午後6時からは電車を
無料開放し、電車離れしていたマイカー通勤
のサラリーマンも、この日ばかりは感慨に浸
りながら電車に乗り込みました。
　大分駅で行われた「さよならセレモニー」
では、運転士と車掌に花束などが贈られ、長
年の労がねぎらわれました。
　不用となった電車のうち１台は、佐野植物
公園内で、往時の姿を残したまま、展示され
ています。

別大電車の廃止

1972（昭和47）年4月4日

―さよなら電車 ―

▼

大分交通本社前（新川）を走る「さよなら電車」（大分交通㈱提供）

▼
さよならセレモニー

▼
往時の姿を残す路面電車

　（佐野植物公園）

お問い合わせ

▲リモコン

データ連動

※「
d
」ボ
タ
ン
の
位
置
・
表
記
は

　

機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

【情報画面イメージ】 【データ放送トップ画面イメージ】

ここを選択

放送中の番組が
表示されます
放送中の番組が
表示されます

放送中の番組が
表示されます
放送中の番組が
表示されます
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方
向（
矢
印
キ
ー
）
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